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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油中水型エマルジョン清浄用組成物であって、
　ａ．塩基／水の溶液を含む分散相を前記組成物の１～４％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｂ．疎水性溶媒を含む連続相を前記組成物の０．１～９０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｃ．ポリエチレングリコール及び／又はイソプロピルアミンドデシルベンゼンスルホナ
ートである乳化剤を前記組成物の０．５～２０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｄ．追加の非イオン性界面活性剤を前記組成物の０．０１～２０％（ｗ／ｗ）の量で、
及び
　ｅ．レオロジー剤を前記組成物の０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で、
含む、油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項２】
　前記塩基が、アンモニア、アミン、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及びこれらの
混合物のうち少なくとも１種である、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成
物。
【請求項３】
　前記溶媒が、アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル、式ＣＨ３

ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エステル（ｎは１～７の数である）、及
びトリプロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、
及びプロプレングリコールｎ－ブチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテルア
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セタート、式（Ｒ１－ＣＯＯ－Ｒ２）の一塩基性エステル（Ｒ１は１から１６個の炭素を
有するアルキルであり、Ｒ２は１から４個の炭素を有するアルキルである）、大豆メチル
エステル、及び乳酸エチル、Ｄ－リモネン、及びこれらの組合せのうち少なくとも１種で
ある、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項４】
　アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（Ｃ
Ｈ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エステル（ｎは１～７の数である）、又はトリプロピ
レングリコールメチルエーテルのうち少なくとも１種が、前記組成物の１０～９０％（ｗ
／ｗ）の量で存在する、請求項３に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項５】
　ジプロピレングリコールメチルエーテル及びプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル
、プロピレングリコールメチルエーテルアセタートのうち少なくとも１種が、前記組成物
の１０～２０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項３に記載の油中水型エマルジョン清浄
用組成物。
【請求項６】
　式（Ｒ１－ＣＯＯ－Ｒ２）の一塩基性エステル（Ｒ１は１から１６個の炭素を有するア
ルキルであり、Ｒ２は１から４個の炭素を有するアルキルである）のうち少なくとも１種
が、前記組成物の１～５０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項３に記載の油中水型エマ
ルジョン清浄用組成物。
【請求項７】
　Ｄ－リモネンが、前記組成物の０．１～３％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項３に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項８】
　少なくとも１種の前記乳化剤が、０．５～２０％（ｗ／ｗ）の、鎖の長さが２００から
２０００のポリエチレングリコール、ポリアクリル酸、又はこれらの組合せである、請求
項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項９】
　前記非イオン性界面活性剤が、アルコキシル化アルコール、エトキシル化ポリオキシプ
ロピレンブロック共重合体；アルコキシル化エーテルフェノール、シリコーン系化合物、
及び半極性非イオン性界面活性剤、モノイソプロパノールアミド界面活性剤、及びこれら
の組合せの少なくとも１種である、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物
。
【請求項１０】
　前記シリコーン系化合物がシリコーングリコール共重合体であり、前記半極性非イオン
性界面活性剤がトリアルキルアミンオキシドである、請求項９に記載の油中水型エマルジ
ョン清浄用組成物。
【請求項１１】
　前記非イオン性界面活性剤が、前記組成物の０．０１から１０％の範囲の量で存在する
、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１２】
　レオロジー剤が、セルロース、キサンタンガム、フュームドシリカ、シロキサン処理フ
ュームドシリカ、ヘクトライト粘土及びベントナイト、及びこれらの組合せのうち少なく
とも１種である、請求項１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１３】
　セルロースが、前記組成物の０．１～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項１２に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【請求項１４】
　前記フュームドシリカ、シロキサン処理フュームドシリカのうち少なくとも１種が、前
記組成物の０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項１２又は１３に記載の油中水
型エマルジョン清浄用組成物。
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【請求項１５】
　前記ヘクトライト粘土、ベントナイトのうち少なくとも１種が、前記組成物の０．１～
６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の油中水型エマ
ルジョン清浄用組成物。
【請求項１６】
　前記キサンタンガムが、前記組成物の０．１～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、請求項
１２～１５のいずれか一項に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一実施態様における、非限定的にガラス表面等の硬質表面のための多用途清
浄用組成物に関する。当該清浄用組成物は、１つの相を有し、且つ当該清浄用組成物が硬
く適所に残って汚れを除去することができる高いレオロジー特性を有する、油中水型エマ
ルジョン組成物であり、これにより、硬質表面、例えばカウンタートップ、金属（ステン
レス鋼、白金、チタン、金）、セラミック、磁器、ガラス、及びタイル、の清浄を容易に
する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　一実施態様では、当該清浄用組成物は、少なくとも１種の溶媒を当該組成物の約０．１
～９０％（ｗ／ｗ）の量で、少なくとも１種の界面活性剤を当該組成物の約０．１～２０
％（ｗ／ｗ）の量で、脱イオン水中の充分な塩基を当該組成物の約１～９０％（ｗ／ｗ）
の量で、レオロジー剤を当該組成物の約０．１～２０％（ｗ／ｗ）の量で、及び乳化剤を
当該組成物の約０．５～２０％（ｗ／ｗ）の量で含むことができる、油中水型エマルジョ
ンである。任意に、当該組成物は、抗菌剤を有効量で含むことができ、そして所望の芳香
剤及び着色剤は当該組成物の約１～４％（ｗ／ｗ）の量で存在することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００３】
　油中水型エマルジョン組成物では、親水性の汚れやごみ及び疎水性の汚れやごみを除去
して清浄できる清浄用溶液が構成されるように、水は疎水性溶媒中に乳化された状態で保
持される。一般に、脱イオン水は、塩基を用いて処理することができる。非限定的に、当
該塩基は、アンモニア、アミン、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、若しくはこれらの
混合物、又は任意の他の適切な塩基、若しくは塩基の混合物であり得る。例示すると、水
酸化カリウム（ＫＯＨ）は、ＫＯＨ／脱イオン水の溶液を作るのに使用できる。この溶液
を、乳化剤を用いて疎水性溶媒内にエマルジョンにて懸濁し、親水性／疎水性のエマルジ
ョンを作る。
【０００４】
　硬質表面から非水溶性の汚れやごみを除去して清浄するのに適する溶媒が含まれる。油
性のごみ又は汚れを除去して清浄するのに適した任意の数の溶媒を、当該組成物中に適切
に含ませることができ、これらの溶媒は、単独で又は互いに組合せて存在させることがで
きる。以下の事項を、当該清浄用組成物における用途を見出すことができる溶媒を制限す
るものとして解釈すべきではない。代表的な適切な溶媒には、アジピン酸ジメチル、グル
タル酸ジメチル、コハク酸ジメチル（これらは全て、商品名Ｒｈｏｄｉａｓｏｌｖ　ＲＰ
ＤＥで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｇｒｏｕｐから入手可能である）、ペンタン二酸，２－メチル，
１，５－ジメチルエステル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エ
ステル（ｎは１～７の数である）、及びトリプロピレングリコールメチルエーテルが含ま
れる。これらの溶媒は、単独で又は組合せで、当該組成物の約１０～９０％（ｗ／ｗ）の
量で存在し得る。
【０００５】
　使用可能な他の溶媒には、ジプロピレングリコールメチルエーテル及びプロピレングリ



(4) JP 6571632 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

コールｎ－ブチルエーテルが含まれる。更にプロピレングリコールメチルエーテルアセタ
ートは、約１０～２０％（ｗ／ｗ）の量で存在し得る。これらの溶媒は、単独で又は組合
せで、当該組成物の約１～２０％（ｗ／ｗ）の量で存在し得る。
【０００６】
　他の溶媒には、式（Ｒ１－ＣＯＯ－Ｒ２）の一塩基性エステルが含まれ得る（Ｒ１は１
から１６個の炭素を有するアルキルであり、Ｒ２は１～４個の炭素を有するアルキルであ
る）。他の溶媒には、大豆メチルエステル、及び乳酸エチルが含まれ得る。これらの溶媒
は、単独で又は組合せで、当該組成物の約１～５０％（ｗ／ｗ）の量で存在し得る。
【０００７】
　更に、当該組成物は、許容される場合は、溶媒としてＤ－リモネンを、当該組成物の約
０．１～３％（ｗ／ｗ）の量で含み得る。
【０００８】
　使用に適した両性界面活性剤には、例えばベタイン、アルキルイミダゾリン、カプリル
イミダゾリン、アルカノールアミド、ココアンホプロピオナート、又はこれらの組合せが
含まれる。両性界面活性剤を利用する場合、当該両性界面活性剤は好ましくは、アルカリ
性条件下で使用されて、両性化合物の陰イオン性部分を活性化する。両性界面活性剤は、
当該組成物の約０．５から約２０％（ｗ／ｗ）の範囲の量で存在し得る。
【０００９】
　当該清浄用組成物における使用に適した非イオン性界面活性剤には、アルコキシル化ア
ルコール、エトキシル化ポリオキシプロピレンブロック共重合体；アルコキシル化エーテ
ルフェノール、シリコーン系化合物、例えばシリコーングリコール共重合体、及半極性非
イオン性界面活性剤、例えばトリアルキルアミンオキシドが含まれる。許容される場合に
は、モノイソプロパノールアミドを使用することができ、約０．５～５％（ｗ／ｗ）の量
で存在し得る。更に、有用な界面活性剤には、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓから入手可能で
ある、商品名Ｓｕｆｙｎｏｌ　１０４及び特に有用なＳｕｆｙｎｏｌ　１０４Ｅで知られ
ている界面活性剤が含まれ、これらは、湿潤剤として作用して、当該組成物の表面張力を
低下させ、そして溶媒中の水に基づく清浄用溶液が硬質表面上で溶媒として作用できる。
非イオン性界面活性剤は、当該組成物の約０．０１から約１０％（ｗ／ｗ）の範囲の量で
存在し得る。
【００１０】
　使用に適した陰イオン界面活性剤には、清浄用組成物中での使用が知られている、アル
キル硫酸塩、アルキルベンゼンスルホナート、アルキルタウラート、アルキルサルコシナ
ート、アルキルジフェニルオキシドジスルホナート、アルキルナフタレンスルホナート、
アルキルエーテルスルファート、アルキルエーテルスルホナート、スルホスクシナート、
及び他の陰イオン界面活性剤が含まれる。界面活性剤は典型的に、そのアルカリ金属塩、
アルカリ土類塩及びアンモニウム塩として利用できる。好ましい陰イオン界面活性剤は、
アルキルベンゼンスルホナート、例えばイソプロピルアミンドデシルベンゼンスルホナー
ト；直鎖状及び分枝状のドデシルベンゼンスルホナート；ドデシルベンゼンスルホン酸ナ
トリウム（ＳＤＢＳ）であり、当該組成物の約０．５から約２０％（ｗ／ｗ）の範囲の量
で存在する。
【００１１】
　更に、レオロジー剤は当該組成物に添加されて、当該配合物が適所に（水平面又は天井
面上でさえ）、レオロジー剤を含まない組成物について可能なよりも長い時間粒子及び汚
れが当該清浄用組成物と反応することができるように長時間、残存できるように、流れ抵
抗特性を高めることができる。多くのレオロジー剤を、本発明の範囲において使用するこ
とができ、且つその範囲内に含むことができ、一定のレオロジー剤は本組成物により容易
に適合可能である。例えば、セルロースをレオロジー剤として使用することができ、キサ
ンタンガム又は他の既知の乳化剤も使用可能である。更に、レオロジー剤は、フュームド
シリカ、シロキサン処理フュームドシリカを単独で又は組合せて当該組成物の約０．５～
８％（ｗ／ｗ）の量で、ヘクトライト粘土及びベントナイトを単独で又は組合せて当該組
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成物の約０．１～６％（ｗ／ｗ）の量で、セルロース増粘剤を約０．１～６％（ｗ／ｗ）
の量で含むことができる。当業者は更に、これらのレオロジー剤が、レオロジー剤の全量
が当該組成物の２０％（ｗ／ｗ）を超えないように、記載の範囲内で量を変化させて一緒
に使用できることを認識する。
【００１２】
　本組成物が油中水型エマルジョンであることからわかるように、乳化剤を使用すると、
エマルジョンの安定性は向上する。例えば、非制限的に、使用可能な未処理の乳化剤には
、商品名Ｒｈｏｄａｃｏｌ　ＩＰＡＭで知られている、Ｓｏｌｖａｙから入手可能な乳化
剤が含まれる。更に、鎖の長さが２００から２０００のポリエチレングリコールを乳化剤
として使用することができ、油中水型エマルジョン組成物中で特に有用である。乳化剤は
、当該組成物の約０．５～２０％（ｗ／ｗ）の量で存在し得る。代表的な乳化剤には、鎖
の長さが約２００から２０００のポリエチレングリコール、及びポリアクリル酸が、単独
で又は組合せで、当該組成物の約０．５～２０％（ｗ／ｗ）の量で含まれ得る。
【００１３】
　着色剤及び芳香剤等のアジュバントは、美容的及び審美的必要性で添加することができ
、更に、当該組成物には抗菌剤を含めることが望ましい場合がある。例えば、非限定的に
、シンナムアルデヒドは、当該組成物の約１～２％（ｗ／ｗ）の量で存在することができ
、これは抗菌剤及び芳香剤の両方としての機能を果たすことができる。ＦＤ＆ＣＲｅｄ４
０は、着色剤として添加することができる。特定の配合者によって適合されるように、他
の適した芳香剤、着色剤及び抗菌剤を使用することができる。加えて、ｐＨ調整剤を、当
該組成物を適用できる特定の清浄用途に適するように添加することができる。
【００１４】
　以下は、そこに示された特定の配合物の利点の少なくとも幾つかを示す他の配合物と比
較した、清浄用組成物の特定の観点を示すデータである。当該試験結果は、代表的なもの
に過ぎず、本出願に記載された発明の範囲を限定しないものとして理解されるべきである
。
【実施例】
【００１５】
　例
【００１６】
　以下の例は、本発明の種々の観点及び使用された特定の配合物と結びつく利点を示すた
めに提示される。本例は例示であり、本発明の範囲を限定しないものと理解される。
【００１７】
　当該配合物には、清浄剤と清浄される領域との滞留時間を長くするために、清浄されて
いる表面に付着する能力がある。これによると、当該清浄剤は、機械的作用を要せず、且
つ清浄される必要のある部分全体を清浄用溶液に浸漬させる必要性なく、機能を発揮でき
る。繊細な基板上、即ちガラス又はセラミック上での過度の機械的作用によって、これら
が損傷又は破壊される可能性があるので、当該清浄剤は、当該市場空間における他の清浄
剤より有利である。更に、部分全体を清浄剤中に沈める必要がないので、清浄剤の使用量
はより少なくて済む。
【００１８】
　他の利点としては、このタイプの清浄用製品における、ＶＯＣ及び界面活性剤のタイプ
に関する州及び連邦規制に準拠していることであり、更に、この準拠した清浄剤によって
洗浄するのに要する時間が、Ａｑｕａ　Ｌａｂｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからの「Ｇ
ｒｕｎｇｅ　Ｏｆｆ」及びＳＣＳ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅｓからの「Ｆｏｒｍｕｌａ　４
２０」のような他の清浄剤に比べて短くなることである。
【００１９】
　手順
【００２０】
　本開示に係るガラス清浄用組成物を、以下のように、高せん断下で、当該固体を当該液
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体と混合することにより調製した。以下の配合物を配合物１と称する。
【表１】

　ガラス基板を、植物性材料の炎分解（ｆｌａｍｅ　ｄｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）を用
いて、濃厚な残渣及び樹脂状の堆積物が当該ガラスに多数のスポット状に形成されるまで
汚すことにより、使用のために準備した。市場の競合相手と比較するために、「Ｇｒｕｎ
ｇｅ　Ｏｆｆ」及び「Ｆｏｒｍｕｌａ　４２０」の両方を、当該ガラス製品を浸漬するた
めに、６０分間のみ行うという点を除いて指示書に従って使用した。配合物１を同様に汚
れたガラス部分全体を覆って単に注いだ。当該汚れたガラス製品を６０分間放置した後、
水で洗浄した。当該ガラス製品を、清浄度について目視で評価した。その結果は次のよう
に観察された。６０分間及び洗浄の後、配合物１では完全に清浄されており、新しい部分
のようであった。一方、「Ｇｒｕｎｇｅ　Ｏｆｆ」及び「Ｆｏｒｍｕｌａ　４２０」は、
それぞれの清浄剤に全体的に浸漬されたにもかかわらず、汚れの程度が軽かった領域のみ
清浄され、酷く汚れた領域は未だ殆ど汚れていた。
　本願発明を以下に示す。
［発明１］
　油中水型エマルジョン清浄用組成物であって、
　ａ．３Ｍの塩基／脱イオン水を前記組成物の約１．４％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｂ．疎水性溶媒を前記組成物の約０．１～９０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｃ．乳化剤を前記組成物の約０．５～２０％（ｗ／ｗ）の量で、
　ｄ．界面活性剤を前記組成物の約０．０１～２０％（ｗ／ｗ）の量で、及び
　ｅ．レオロジー剤を前記組成物の約０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で、
含む、油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明２］
　前記塩基が、アンモニア、アミン、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及びこれらの
混合物のうち少なくとも１種であり得る、発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組
成物。
［発明３］
　前記親水性溶媒が、アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル（こ
れらは全て、商品名Ｒｈｏｄｉａｓｏｌｖ　ＲＰＤＥで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｇｒｏｕｐから
入手可能である）、ペンタン二酸（ｐｅｔａｎｅｄｉｏｉｃ　ａｃｉｄ），２－メチル，
１，５－ジメチルエステル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エ
ステル（ｎは１～７の数である）、及びトリプロピレングリコールメチルエーテル、ジメ
チルアジパート、ジプロピレングリコールメチルエーテル、及びプロプレングリコールｎ
－ブチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテルアセタート、式（Ｒ１－ＣＯＯ
－Ｒ２）の一塩基性エステル（Ｒ１は１から１６個の炭素を有するアルキルであり、Ｒ２
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は１から４個の炭素を有するアルキルである）、大豆メチルエステル、及び乳酸エチル、
Ｄ－リモネン、及びこれらの組合せのうち少なくとも１種であり得る、発明１に記載の油
中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明４］
　アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチル（これらは全て、商品名
Ｒｈｏｄｉａｓｏｌｖ　ＲＰＤＥで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｇｒｏｕｐから入手可能である）、
ペンタン二酸（ｐｅｔａｎｅｄｉｏｉｃ　ａｃｉｄ），２－メチル，１，５－ジメチルエ
ステル、式ＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＣＨ３の二塩基酸エステル（ｎは１～７
の数である）、又はトリプロピレングリコールメチルエーテルのうち少なくとも１種が、
前記組成物の約１０～９０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
［発明５］
　ジプロピレングリコールメチルエーテル及びプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル
、プロピレングリコールメチルエーテルアセタートのうち少なくとも１種が、前記組成物
の約１０～２０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記載の油中水型エマルジョン清浄
用組成物。
［発明６］
　式（Ｒ１－ＣＯＯ－Ｒ２）の一塩基性エステル（Ｒ１は１から１６個の炭素を有するア
ルキルであり、Ｒ２は１から４個の炭素を有するアルキルである）のうち少なくとも１種
が、前記組成物約１～５０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
［発明７］
　Ｄ－リモネンが、前記組成物の約０．１～３％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明３に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明８］
　少なくとも１種の前記乳化剤が、約０．５～２０％（ｗ／ｗ）の、未処理の乳化剤であ
るＲｈｏｄａｃｏｌ　ＩＰＡＭ（Ｓｏｌｖａｙから入手可能である）、鎖の長さが２００
から２０００のポリエチレングリコール、ポリアクリル酸、及びこれらの組合せである、
発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明９］
　前記界面活性剤が、両性、陰イオン性及び非イオン性界面活性剤、及びこれらの組合せ
のうち少なくとも１種である、発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１０］
　前記両性界面活性剤が、ベタイン、アルキルイミダゾリン、カプリルイミダゾリン、ア
ルカノールアミド、ココアンホプロピオナート、及びこれらの組合せのうち少なくとも１
種である、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１１］
　前記両性界面活性剤が、前記組成物の約０．５から約２０％（ｗ／ｗ）の範囲の量で存
在する、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１２］
　少なくとも１種の非イオン性界面活性剤が、アルコキシル化アルコール、エトキシル化
ポリオキシプロピレンブロック共重合体；アルコキシル化エーテルフェノール、シリコー
ン系化合物、例えばシリコーングリコール共重合体、及半極性非イオン性界面活性剤、例
えばトリアルキルアミンオキシド、モノイソプロパノールアミド界面活性剤（商品名Ｓｕ
ｆｙｎｏｌ　１０４及びＳｕｆｙｎｏｌ　１０４Ｅで知られており、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕ
ｃｔｓから入手可能である）、及びこれらの組合せである、発明９に記載の油中水型エマ
ルジョン清浄用組成物。
［発明１３］
　前記非イオン性界面活性剤が、前記組成物の約０．０１から約１０％の範囲の量で存在
することができる、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
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［発明１４］
　前記陰イオン性界面活性剤が、アルキル硫酸塩、アルキルベンゼンスルホナート、イソ
プロピルアミンドデシルベンゼンスルホナート、ドデシルベンゼンナトリウム、直鎖状及
び分枝状のドデシルベンゼンスルホナート、アルキルタウラート、アルキルサルコシナー
ト（ｓａｃｒｏｓｉｎａｔｅｓ）、アルキルジフェニルオキシドジスルホナート、アルキ
ルナフタレンスルホナート、アルキルエーテルスルファート、アルキルエーテルスルホナ
ート、スルホスクシナート、及びこれらの組合せのうち少なくとも１種である、発明９に
記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１５］
　前記陰イオン性界面活性剤が、前記組成物の約０．５から約２０％（ｗ／ｗ）の範囲の
量で存在する、発明９に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１６］
　レオロジー剤が、セルロース、キサンタンガム、フュームドシリカ、シロキサン処理フ
ュームドシリカ、ヘクトライト粘土及びベントナイト、及びこれらの組合せのうち少なく
とも１種である、発明１に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１７］
　セルロースが、前記組成物の約０．１～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記
載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
［発明１８］
　前記フュームドシリカ、シロキサン処理フュームドシリカのうち少なくとも１種が、前
記組成物の約０．５～８％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記載の油中水型エマル
ジョン清浄用組成物。
［発明１９］
　前記ヘクトライト粘土、ベントナイトのうち少なくとも１種が、前記組成物の約０．１
～６％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物
。
［発明２０］
　前記キサンタンガム、セルロースのうち少なくとも１種が、前記組成物の約０．１～６
％（ｗ／ｗ）の量で存在する、発明１６に記載の油中水型エマルジョン清浄用組成物。
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